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特集「奄美群島国立公園」
まちの話題
議会だより
お知らせ
玉黄金

10 月号の主な内容
スポーツの秋到来！

（大勝小学校運動会）
　９月から１０月にかけて町内小中学校で運
動会（体育大会）が開催されました。子ども
たちは力いっぱいに体を動かし、各種目を楽
しみながら競い合いました。
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国
立
公
園
は
、
日
本
を
代
表
す
る
自
然
の
風
景
地
と
し
て
、
自
然
公
園
法

に
基
づ
き
、
国
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。
す
ぐ
れ
た
自
然
を
守
り
、
そ
の
感

動
を
味
わ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

環
境
省
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
機
関
や
団
体
等
が
協
力
し
て
、
自
然
の
保

護
と
利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
計
画
・
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

奄
美
群
島
国
立
公
園
は
平
成
29
年
３
月
７
日
に
全
国

で
34
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

奄
美
群
島
12
市
町
村
合
同
企
画

奄
美
群
島
国
立
公
園
誕
生

　
　
　
　
　
　

生
い
の
ち

命
に
ぎ
わ
う
亜
熱
帯
の
シ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
森
と
海
と
島

し
ま
っ
ち
ゅ

人
の
暮
ら
し
～

施設整備事例

国
立
公
園
と
は

国
立
公
園
の
利
用

　

国
立
公
園
を
訪
れ
る
観
光
客
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
適
正

に
自
然
を
体
験
し
て
楽
し
む
た
め
に
必
要
な
施
設
を
計
画
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
公
園
事
業
と
し
て
国
や
地
方
自
治

体
、
民
間
事
業
者
が
施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
国
立
公
園
で
行
わ
れ
る
様
々
な
自
然
体
験
活
動
（
例

え
ば
、登
山
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、野
鳥
観
察
な
ど
）
に
お
い
て
、

マ
ナ
ー
の
普
及
啓
発
や
、
適
正
な
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
な
ど
の
普
及
啓
発
や
、
自
然
環
境
へ
負
荷
を
与
え
な
い
観

光
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【歩道（ウッドデッキ）】 【ビジターセンター】

【公衆トイレ】

特
集

※国立公園の詳細な地図は、各自然保護官事務所、大島支庁またはお
住まいの市町村役場にて確認することができます。

国立公園に指定された区域

特別保護地区
第１種特別地域

第２種特別地域
第３種特別地域 海域公園地区

普通海域

アマミノクロウサギ

アマミイシカワガエル

金作原原生林
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国
立
公
園
に
は
原
生
的
な
自
然
だ
け
で
な
く
、
森

林
や
農
地
、
集
落
な
ど
の
多
様
な
地
域
を
含
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
保
護
の
レ
ベ
ル
を
段
階
的
に

設
定
し
、
公
園
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
行
為
を
規

制
す
る
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
規
制
さ
れ
る
行
為

の
種
類
や
規
模
は
公
園
の
地
種
区
分
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
、特
別
保
護
地
区
、第
1
種
～
第
3
種
特
別
地
域
、

海
域
公
園
地
区
、
普
通
地
域
の
6
つ
の
地
種
区
分
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
然
環
境
や
利
用
状

況
を
考
慮
し
て
、
自
然
の
保
護
と
人
の
活
動
が
両
立

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特別保護地区 ♦公園の中で、特にすぐれた自然景観を保
持し、最も厳しく行為が制限されます。

♦特別保護地区に準ずる景観をもち、現在
の景観を極力保護することが必要な地域。

♦農林漁業活動について、努めて調整を図り
ながら景観を維持することが必要な地域。

♦通常の農林漁業活動については規制の
かからない地域。

♦上記地域の保護のための緩衝地域。

第１種特別地域

第２種特別地域

第３種特別地域

普通地域
届
出
制

許
可
制

規制計画
強

弱

規制

　【奄美大島、喜界島、与論島】奄美自然保護官事務所（奄美野生生物保護センター） 0997-55-8620
　【徳之島、沖永良部島】徳之島自然保護官事務所　 0997-85-2919
　鹿児島県大島支庁総務企画課　 0997-57-7215

特別保護地区・特別地域の規制内容
第１種

特別

地域

①工作物の新改増築
②木竹の伐採
③鉱物の採掘・土石の採取
④河川・湖沼の水位水量の増減
⑤指定された湖沼への汚水排出等
⑥広告物の設置・掲出・表示等
⑦野外での物の集積・貯蔵（指定物＝土石・廃棄物等）
⑧水面の埋立・干拓
⑨土地の形状変更
⑩指定された動物（虫等）・植物の捕獲殺傷、放出
⑪工作物等の色彩の変更
⑫指定された区域への立入り、車馬等の乗り入れ

第２種

特別

地域

第３種

特別

地域

特別

保護

地区

特別地域の規制に加えて、
⑬木竹の損傷
⑭木竹の植栽
⑮家畜放牧
⑯野外での物の集積・貯蔵
⑰火入れ・たき火
⑱動植物の捕獲殺傷・採取損傷、落葉落枝採取、放出
⑲道路等以外で車馬の乗り入れ
⑳指定された区域への立ち入り

お問い合わせ先

　地域の皆様のご理解とご協力を
いただきながら、皆さんと一緒に
国立公園の保護と適正な利用の両
立を図っていきたいと思いますの
で、今後ともよろしくお願いいた
します。

国
立
公
園
の
保
護

　国立公園内で、これらの行為を行う際は事前に下記の問い合わせ先までご相談ください。

海域公園地区：�サンゴや熱帯魚などの優れた海中の景観を維持するための地区です。指定されたサンゴの採取や主に観賞
用熱帯魚の捕獲が規制されますが、通常の漁業活動には規制がかかりません。

普通地域：�普通地域では、通常の農作業、林業、畜産業や日常生活を営むことにほとんど規制はかかりません。ただ、新
たな農地の開拓や高さ 13m 以上の大規模建築物の設置などを行う際には、事前の届出が必要です。

海域公園地区・普通地域の規制内

海域

公園

地区

①工作物の新改増築
（★漁業に必要なもの除く。以下、同じ）
②鉱物の採掘・土石の採取（★）
③広告物の設置・掲出・表示等（★）
④指定された動植物の捕獲殺傷
⑤海面の埋立・干拓
⑥海底の形状変更（★）
⑦物の係留（★）
⑧汚水・排水の排出
⑫指定区域内での動力船使用

普通

地域

※陸・海

①�一定規模以上の工作物の新改増築　　　　　
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000㎡、鉄塔高

さ 30m、送水管長さ 70 ｍなど）
②特別地域内の河川・湖沼等の水位・水量増減
③広告物の掲出・設置・表示
④水面の埋立・干拓
⑤鉱物の掘採・土石の採取
⑥土地の形状変更
　（海域では海域公園から 1㎞内のみ）
⑥海底の形状変更（海域公園から 1㎞内のみ）

【奄美自然観察の森】
奄美群島国立公園指定区域にあり、
オオトラツグミなど奄美大島の珍しい
動植物を観察することができます。
世界自然遺産登録に向けて現在、
再整備が計画されています。

展望台から龍郷湾を望む⇒

⑨

⑦
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　10 月４日（旧８月 15 日）に赤尾木集落内にあ
る穂生神社で十五夜祭りが行われました。この神社
の由来は赤尾木集落の郷土史によると、琉球王朝時
代に「穂生」という人物が奄美に蚕を普及させ、そ
の功績を村人たちが称え氏神として祀ったそうで
す。夜に行った八月踊りでは満月も見え、参加者は
十五夜祭りを楽しみました。

赤尾木集落穂生神社
十五夜祭り

Tatsugo  Town  Topics

～最近の「まちの話題」～
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」 で は、 た つ ご う に 関 す る 話 題
を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。
　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。
　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

▲

最後は「六調」でにぎやかに終了

祭りは神棚へ礼拝する神事から始まる。

子どもたちによる相撲で盛り上がりました。

　10 月２日に龍郷町で２人目となる地域おこし協
力隊の委嘱状交付式が行われました。今回、着任
したのは埼玉県久喜市出身の新井奈緒子さん（37）
将来的にはゲストハウス経営をしたいと夢を語る新
井さん。今後は移住希望者のサポートや観光振興な
どを行い、都会と龍郷町をつなげ地域活性化のため
活動していきます。

龍郷町に２人目の
地域おこし協力隊が着任

徳田町長と委嘱を受ける新井さん（左）

▲

龍郷町の人口
平成 29 年 9 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,036
6,028
2,911
3,117

　-3
　-4
　-9
　+5
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町内小中学校
運動会・体育大会開催

龍南中学校「赤組応援団」龍南中学校「相撲体操」

大勝小学校運動会「かけっこ」

▲

　平成 29 年度龍郷町高齢者スポーツ大会が、町中
央グラウンドで行われました。参加した高齢者たち
ははつらつとしたプレーで、輪投げやボーリングな
ど全８競技を楽しみました。順位は以下のとおりで
す。
１位：赤徳（37 点）　２位：円（35 点）
３位：龍瀬（30 点）

元気はつらつ
高齢者スポーツ大会

▲

ホールインワン狙って「グラウンドゴルフ」

　９月 28 日に町老人クラブ女性部会が星の園へふ
れあい訪問と題し、島唄や踊りで入所者を楽しませ
るため、町内から約 50 名が訪れました。この取り
組みは平成 18 年から行われ、年に２・３回の頻度
で町内の施設を訪れています。六調が奏でられると
入所者は自然に体が動きだし、歌と踊りで交流を深
めました。

町老人クラブ女性部会
星の園へ訪問

六調を楽しむ参加者

▲

　９月から 10 月にかけて町内各小中学校にて
運動会・体育大会が行われました。リレーや綱
引きなどの各種目で練習の成果を元気いっぱい
に発揮し、たくましく健やかに成長した姿を見
せました。
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　９月 26 日は国の重要無形民俗文化財に指定され
ている「秋名アラセツ行事」が行われました。日の
出に合わせて片屋根をゆすり倒す「ショチョガマ」
や夕方、秋名海岸で神平瀬、女童平瀬と呼ばれる２
つの岩で豊作を祈る「平瀬マンカイ」が行われたほ
か、午前９時に秋名コミュニティセンターでアラセ
ツシンポジウムと題し、「秋名アラセツ行事」につ
いて学ぶ講演会が行われました。

国指定重要無形民俗文化財
「秋名アラセツ行事」

▲

片屋根には約１００人乗ることができる

片屋根が倒れる瞬間は迫力満点

前年のアラセツ以降に生まれた子どもは
男子はインガ平瀬、女子は女童平瀬を踏
むと健康に育つといわれる。

神平瀬には赤飯を石灰石ではさんだものが供えられる。

平瀬マンカイ終了後は集会所で八月踊りを行う。

アラセツシンポジウムの様子

平瀬マンカイの様子
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・一般質問（3 名が登壇）・・・・・   ７～９ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・     　１０ページ

龍郷町
議会だより

発行 / 龍郷町議会
編集 / 議会だより編集委員会
〒 894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 232）
ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２９年第３回定例会
第１７６号

９月第３回議会定例会の様子



広報たつごう　8

　
問　

　
通
学
支
援
委
託
料
２
０
０
万

の
内
容
は
。

　
答
（
町
長
）

　
県
立
大
島
養
護
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
際
の
通

学
移
動
支
援
の
委
託
で
あ
り
ま

す
（
現
在
13
名
で
２
名
が
利

用
）、
町
内
に
お
い
て
、
日
常

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展

開
し
て
い
る
株
式
会
社
和
月
と

業
務
委
託
を
締
結
し
、
４
月
か

ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
問　

　
保
護
者
よ
り
希
望
が
あ
れ
ば

順
次
対
応
し
て
い
か
れ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
が
。

　
答
（
町
長
）

　
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
問　

　
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
通

学
助
成
金
１
２
０
万
円
の
内
容

と
、
他
の
学
校
で
学
ば
れ
て
い
る

子
ど
も
達
へ
の
助
成
金
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
説
明
を
。

　
答
（
町
長
）

　
本
町
に
居
住
し
、
か
つ
本
町

自
宅
か
ら
通
学
す
る
学
生
に
対

し
て
、
月
額
１
万
を
助
成
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
、
若
者
の
流

出
を
防
ぎ
、
担
い
手
を
育
成
す

る
こ
と
で
定
住
促
進
を
図
り
、

本
町
の
活
性
化
と
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
他
の
専
門
学
校
へ
通
う
学
生

に
対
し
て
の
助
成
に
つ
い
て
は

現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

　
29
年
度
よ
り
小
学
校
ま
で
の

医
療
費
は
無
料
化
へ
の
取
組
み

は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
中
学
校

ま
で
の
医
療
費
は
な
ぜ
同
様
に

出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　
答
（
町
長
）

　
中
学
校
ま
で
の
助
成
拡
充
に

つ
い
て
も
、
今
年
度
の
医
療
費

助
成
実
績
を
注
視
し
、
ま
た
現

在
展
開
し
て
い
る
介
護
・
医

療
・
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
等

財
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
問　

　
奄
美
群
島
成
長
戦
略
の
基
本

方
針
・
基
本
方
策
の
情
報
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
本
町
の
取
組
み
は
。

　
答
（
町
長
）

　
重
点
分
野
の
ひ
と
つ
で
あ
る

情
報
分
野
の
振
興
を
図
る
う
え

で
は
、
本
町
の
強
み
で
あ
る
情

報
通
信
基
盤
の
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
事

業
所
が
奄
美
市
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
分
野
に

関
す
る
支
援
・
施
策
は
実
施
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
問　

　
河
川
や
排
水
溝
の
土
砂
堆
積

の
除
去
対
策
の
今
後
の
計
画

は
。

答
（
町
長
）

　
そ
れ
ぞ
れ
被
害
の
あ
っ
た
各

関
係
課
に
お
い
て
緊
急
的
現
場

德永 義郎 議員

か
ら
土
砂
堆
積
の
除
去
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
専
決
予

算
で
の
不
足
が
生
じ
た
た
め
、

本
会
議
に
て
災
害
に
係
る
補
正

予
算
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

　
県
管
理
の
河
川
に
つ
き
ま
し

て
も
、
大
島
支
庁
建
設
課
と
連

携
し
な
が
ら
、
災
害
の
未
然
防

止
対
策
や
住
民
の
方
々
へ
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
然
災
害
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

奄
美
群
島
成
長

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
てＩＣＴ関連機器

土砂の堆積状況
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問　

　

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
関
係
に
つ
い
て
、
町
内
に
お

け
る
動
向
と
現
状
は
。

　
答
（
町
長
）

　
西
郷
ど
ん
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
懸

垂
幕
や
顔
抜
き
パ
ネ
ル
な
ど
の

設
置
を
行
い
、
原
口
泉
志
學
館

大
学
教
授
を
招
い
て
講
演
会
を

開
催
し
て
い
る
。

　
問　

　
愛
加
那
（
龍
愛
子
さ
ん
）
の
呼

称
「
あ
ん
ご
」
に
つ
い
て
。

　
答
（
教
育
長
）

　
「
あ
ん
ご
し
ゃ
れ
」
の
短
縮

形
で
「
妾
」
と
い
う
表
現
で
書

か
れ
て
お
り
、「
し
ゃ
れ
」
は

敬
称
で
あ
り
、
略
す
と
「
妾
」

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
龍
郷
町

誌
（
歴
史
編
）
に
２
人
の
関
係

で
不
適
切
な
表
記
が
あ
る
と
し

て
、
既
存
の
出
版
物
は
修
正
、

新
し
く
出
版
さ
れ
る
も
の
に
は

訂
正
を
加
え
た
い
。

　
問　

　
景
観
検
討
委
員
会
設
置
に
つ

い
て
。

　
答
（
町
長
）

　
本
町
で
の
条
例
制
定
の
動
向

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
３

月
に
芦
徳
集
落
か
ら
「
龍
郷
町

芦
徳
地
区
景
観
条
例
の
早
期
制

定
に
つ
い
て
」
と
い
う
要
望
書

が
町
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。概
要
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

芦
徳
地
区
に
お
け
る
建
物
の
高

さ
や
外
壁
の
色
に
関
す
る
制
限

の
ほ
か
、
商
業
看
板
設
置
や
植

物
伐
採
の
制
限
等
に
関
す
る
条

例
制
定
の
要
望
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
の
対
応
と
致
し
ま
し
て

は
、
昨
年
９
月
に
鹿
児
島
の
景

観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
鹿
児

島
大
学
の
教
授
を
招
き
、
景
観

法
・
景
観
計
画
を
学
ぶ
勉
強
会

を
開
催
し
た
。

　
問　

　
農
産
物
の
安
心
で
き
る
事
業

支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
答
（
町
長
）

　

ハ
ー
ベ
ス
タ
収
穫
助
成
事

業
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
、中
央
卸
売
市
場
へ
の
搬
入
、

そ
の
他
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
手
厚
い
支
援
を
実
施
し
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
農

業
に
従
事
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
る
。

　
問　

　
六
次
産
業
化
推
進
す
る
た
め

に
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
か
。

　
答
（
町
長
）

　
町
と
致
し
ま
し
て
は
、
町
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携

し
、
六
次
産
業
化
の
促
進
を
図

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事
で
す

が
、
生
産
者
の
自
主
的
な
機
運

に
も
期
待
し
つ
つ
情
報
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。　

　
問　

　
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用

促
進
計
画
の
策
定
行
動
は
。

　
答
（
町
長
）

　
六
次
産
業
化
法
の
中
で
、
地

域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
明
記
さ

れ
て
お
り
、
龍
郷
町
食
育
推
進

計
画
を
利
用
促
進
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
、
県
に
報
告
し
て
い

る
。

平岡 馨 議員

　
問　

　

町
内
に
お
い
て
現
在
ま
で

の
、倒
木
に
よ
る
被
害
状
況
は
。

答
（
町
長
）

　
か
ね
て
か
ら
情
報
提
供
や
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
り
、
随

時
伐
採
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
、
町
道
を

走
行
中
に
倒
木
に
よ
る
被
害
が

１
件
発
生
し
て
お
り
、
今
後
は

こ
の
よ
う
な
倒
木
に
よ
る
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
管
理
者
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
策

を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　
問　

　
倒
木
に
よ
る
、
人
的
・
物
損

的
被
害
の
賠
償
責
任
の
対
応

は
。

答
（
町
長
）

　
全
国
市
町
村
会
が
運
営
す
る

総
合
的
補
償
保
険
で
対
応
し
て

い
る
。

西
郷
ど
ん
と
愛
加
那
に
つ
い
て

景
観
対
策
に
つ
い
て

倒
木
被
害
に
つ
い
て

農
産
物
の
地
産
外
商
に
つ
い
て

りゅうがく館前に設置された顔抜きパネル
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問　

　
防
災
無
線
の
活
用
内
容
に
つ

い
て
。

　
答
（
町
長
）

　
災
害
時
に
お
け
る
防
災
対
策

と
し
て
、
台
風
時
や
そ
の
他
の

災
害
時
に
お
い
て
、
災
害
事
象

の
種
類
や
進
行
状
況
に
応
じ
、

町
民
の
皆
さ
ん
へ
防
災
情
報
を

的
確
に
伝
達
す
る
た
め
、
放
送

の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討

し
な
が
ら
、
適
宜
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
気
象
に
関
す
る
特
別

警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、

震
度
５
以
上
の
大
地
震
警
報
、

大
津
波
警
報
な
ど
の
緊
急
性
が

高
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
警
戒
警
報
が
防

災
無
線
に
よ
り
自
動
で
流
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

　
各
集
落
に
配
置
し
て
い
る
職

員
と
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て
。

　
答
（
町
長
）

　
避
難
所
の
開
設
や
災
害
調
査

の
人
員
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、

平
時
か
ら
緊
急
時
の
連
絡
先
リ

ス
ト
を
作
成
し
職
員
に
周
知
徹

底
し
な
が
ら
情
報
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
い
て

は
、
災
害
対
策
本
部
な
ど
か
ら

各
集
落
の
職
員
に
対
し
配
置
命

令
を
発
令
す
る
な
ど
、
必
要
に

応
じ
緊
密
に
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
災
害
情
報
の
提
供
や
収
集

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

　
秋
名
・
幾
里
地
区
の
防
災
セ
ン

タ
ー
の
構
想
に
つ
い
て
。

　
答
（
町
長
）

　
ア
ラ
セ
ツ
行
事
の
記
念
館
を

含
め
た
防
災
施
設
構
想
を
考
え

て
い
る
。
５
年
計
画
で
整
備
す

る
計
画
で
す
。

　
問　

　
伝
統
技
術
継
承
に
つ
い
て
。

　
答
（
町
長
）

　
奄
美
大
島
が
誇
る
本
場
奄
美

大
島
紬
は
、
高
度
な
技
術
や
着

心
地
が
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方

で
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
や
着

物
離
れ
な
ど
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
り
、
生
産
量
は
ピ
ー
ク

時
の
約
２
％
で
、
産
業
と
し
て

の
体
制
維
持
や
技
術
継
承
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
屈

指
の
手
織
り
技
法
を
今
に
伝
え

る
本
場
奄
美
大
島
紬
が
途
絶
え

て
し
ま
う
こ
と
さ
え
懸
念
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
。

　
伝
統
技
術
の
継
承
に
つ
き
ま

し
て
は
、
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
上
げ
、
今
後
、
県
技
術
工

業
セ
ン
タ
ー
跡
地
等
を
拠
点
と

し
て
全
行
程
に
お
い
て
技
術
の

研
究
を
進
め
て
い
く
計
画
で

す
。

　
問　

　
本
場
奄
美
大
島
紬
再
生
計
画

に
つ
い
て
。

　
答
（
町
長
）

　

本
場
奄
美
大
島
紬
協
同
組

合
、
本
場
奄
美
大
島
紬
販
売
組

合
、
奄
美
市
、
龍
郷
町
、
瀬
戸

内
町
の
関
係
機
関
で
、
平
成
29

年
３
月
に
本
場
奄
美
大
島
紬
産

地
再
生
計
画
を
策
定
し
、
５
ヶ

年
を
か
け
て
各
施
策
を
計
画

的
・
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
の
宝
で
あ
る
大

島
紬
を
後
世
に
継
承
す
る
と
と

も
に
、
産
業
と
し
て
再
成
長
を

図
っ
て
い
く
計
画
を
策
定
し
た

川畑 信一 議員

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
よ
り
一
層
の
成
果
が

出
せ
る
様
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
協
議
を
重
ね
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
お
け
る

防
災
対
策
に
つ
い
て

紬
振
興
に
つ
い
て

                                      
次の定例会は１２月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？
場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。

大島紬を織っている様子
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11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す
。
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　万が一火災が発生したときには、「早期に発見」「すばやい避難」が重要です。

その手助けとなるのが住宅用火災警報器です。火災からあなたの大切な家族や

ご自身の命を守るために、住宅用火災警報器の設置と維持管理をよろしくお願

いします。
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【募集部門】小・中学生部門、高校・一般部門

【応募資格】小学５年生以上　※小学・中学・高校・専門学生は奄美群島内居住に限る

【原稿枚数】２枚（８００字）以内

【募集期間】平成２９年１０月 6 日～平成２９年１１月 24 日　※必着

【 副　 賞 】 最優秀賞　高校・一般部門１０万円、小・中学生１万円ほか

【応募規定】 「たつごうエッセイコンテスト」と記載して、メールもしくは封書によりお送りくださ

い。原稿は A ４用紙か４００字詰原稿用紙に縦書き。用紙をホッチキスなどでまとめないでください。

１枚目に①タイトル②氏名（ふりがな）③年齢④性別⑤住所⑥職業（学生は校名と学年）⑦電話番号

を明記。２枚目１行目から本文を書く。

【応募上の注意】・１人につき１点とします。応募作品の返却は致しません。

　　　　　　　・自作未発表の作品とし、ペンネームは不可とします。

　　　　　　　・受賞作品の著作権は、たつごうエッセイコンテスト事務局に属します。

　　　　　　　・募集により知り得た個人情報は、審査に関すること意外に使用しません。

　　　　　　　・受賞発表時には、氏名、年齢、住所（市町村名まで）を公表します。

　　　　　　　・入賞作品は、龍郷町の各種広報で掲載・使用します。

【応募・問い合わせ先】たつごうエッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒 894-0192 鹿児島県大島郡龍郷町浦 110 番地

TEL：0997-69-4512 FAX：0997-62-2535 Mail：koho@town.tatsugo.lg.jp

第 4 回
たつごうエッセイコンテスト

【テーマ】「西郷さん」　
『歴史と文化をつむぎ 未来へつなぐまちづくり』に取り組む龍郷町は、「たつごうエッ

セイコンテスト」を開催します。全国各地から、皆さんの作品をお待ちしています。
　　　　　　　　　「わたしのまちの西郷さん」　「西郷さんとゆかりの地」
　　　　　　　  「西郷さんに似たあの人」なども可

© 鹿児島県
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り
ゅ
う
ゆ
う
館
か
ら

自
主
文
化
事
業
の
お
知
ら
せ

▼
宝
く
じ
文
化
公
演

　
「
三
遊
亭
円
楽
講
演
会
」

　
テ
レ
ビ
「
笑
点
」
な
ど
で
活
躍
中
の

落
語
家
三
遊
亭
円
楽
さ
ん
が
、「
笑
い

と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

笑
い
が
い
か
に
健
康
増
進
に
役
立
っ
て

い
る
の
か
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

お
話
し
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
29
年
12
月
５
日
（
火
）

開
場
…
18
時
30
分　
開
演
…
19
時

▼
場
所

　
り
ゅ
う
ゆ
う
館　
文
化
ホ
ー
ル

　
入
場
無
料

　
※
要
入
場
整
理
券
（
全
席
自
由
）

　
　
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
無
料

▼
整
理
券
配
布
開
始
日

　
平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
よ
り
受
付

▼
整
理
券
配
布
場
所

　
り
ゅ
う
ゆ
う
館
・
り
ゅ
う
が
く
館

　
※
１
人
４
枚
ま
で
。
未
就
学
児
の
同

伴
・
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
整
理

券
が
な
い
と
入
場
で
き

ま
せ
ん
。
当
日
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　
り
ゅ
う
ゆ
う
館

☎
０
９
９
７-

62-

５
５
６
６

農
業
者
年
金
加
入
推
進
月
間

　
平
成
29
年
度
11
月
～
２
月
を
農
業
者

年
金
加
入
推
進
月
間
に
定
め
て
い
ま

す
。
農
業
者
年
金
制
度
と
は
「
農
業
者

の
老
後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
向
上
と

農
業
者
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
」
を
目

標
と
す
る
公
的
な
政
策
年
金
で
す
。

　
次
の
要
件
を
満
た
す
方
な
ら
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
　
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者

を
除
く
）

　
②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
③
60
歳
未
満

　
農
業
者
年
金
の
支
払
い
保
険
料
は
月

額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で
加
入

者
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
あ
な
た

の
老
後
の
生
活
へ
の
備
え
は
十
分
で
す

か
？
年
金
は
家
族
１
人
ひ
と
り
が
準
備

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
老
後
の
備
え

は
国
民
年
金
プ
ラ
ス
農
業
者
年
金
が
基

本
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人　
農
業
者
年
金
基
金

☎
03-

３
５
０
２-

３
１
９
９

　
龍
郷
町
役
場
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
４

　
あ
ま
み
農
協
龍
郷
支
所

☎
０
９
９
７-

62-

２
０
１
７

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
問
い
ま

せ
ん
。
相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
又
は

人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
：
平
成
29
年
11
月
13
日
（
月
）

～
11
月
19
日
（
日
）

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ

ん
。）

▼
受
付
時
間

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
土
・
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
強
化
週
間
以
外
は
平
日
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

▼
問
合
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
‐
２
５
９
‐
０
６
８
４

11
月
無
料
法
律
相
談

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。（
先
着

順
）

　

　

　

　

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①
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･
９
日
（
木
）
大
倉　
克
大　
弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

16
日
（
木
）
和
田　
知
彦　
弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

30
日
（
木
）
村
山  
耕
次
郎 

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
奄
美
市
役
所

　
　
市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

う
そ
電
話
詐
欺
被
害
に
つ
い
て

　
最
近
、
県
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
、
様
々
な
手
口
や
だ
ま
し
文
句
の

「
う
そ
電
話
詐
欺
」
に
よ
り
、
高
額
な

被
害
に
遭
う
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

公
的
な
機
関
や
団
体
を
名
乗
っ
た
「
医

療
費
な
ど
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
電
話
や
、「
あ
な
た
の
個
人
情

報
が
流
出
し
て
い
る
の
で
、
○
○
円
で

削
除
を
し
ま
す
」
と
い
っ
た
お
金
に
関

す
る
電
話
は
全
て
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
必
ず
一
度
電

話
を
切
っ
て
、
最
寄
の
警
察
署
や
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、
若
し
く
は
役
場
町

民
税
務
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　
警
察
総
合
窓
口　
☎
♯
９
１
１
０

　
奄
美
警
察
署

☎
０
９
９
７-

53-

０
１
１
０

　
龍
郷
町
役
場　
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
７

第
14
回
龍
音
祭
の
お
知
ら
せ

　
混
成
合
唱
団
や
学
生
の
吹
奏
楽
部
な

ど
各
団
体
が
ス
テ
ー
ジ
て
音
楽
を
奏
で

る
龍
音
祭
。
今
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
に
奄
美
観
光
大
使
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
等
を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
中
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
萩
原
か
お
り
さ
ん
が

出
演
。
愛
加
那
の
生
涯
を
歌
と
語
り
で

綴
る
歌
物
語
「
愛
加
那
」
を
ご
披
露
し

ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
と
、
も

ち
ろ
ん
お
ひ
と
り
で
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時　
開
演

▼
場
所
…
り
ゅ
う
ゆ
う
館

　
　
　
　
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
せ
先

　
龍
音
祭
実
行
委
員
会

　
　
久
野　
睦
子

☎
０
９
０-

２
３
０
４-

３
３
４
８

「
西
郷
ど
ん
」
初
回
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
参
加
者
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
と
観
光
か
ご

し
ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

(

事
務
局
：
県
庁
観
光
課)

で
は
、
大

河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」初
回
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
観

覧
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

午
後
５
時
～
午
後
７
時
20
分

▼
場
所

　
宝
山
ホ
ー
ル

　
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山
下
町
５-

３

▼
参
加
費
…
無
料
（
事
前
申
し
込
み
に

よ
る
入
場
整
理
券
が
必
要
）

▼
申
込
方
法

　

郵
便
往
復
は
が
き(

私
製
を
除
く)

の「
往
信
用
裏
面
」に
郵
便
番
号・住
所・

名
前
・
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表
面
」

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前
を
明
記
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
…
12
月
８
日
（
金
）

▼
申
込
宛
先

　
〒
８
９
０-

８
５
７
７

　
「
西
郷
ど
ん
」
Ｐ
Ｖ
係

※
詳
し
く
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は「
西
郷
ど
ん
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(http://segodondon.jp)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
企
画
編
成
部

　
☎
０
９
９-

８
０
５-

７
１
１
４

　
県
庁
観
光
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９-

２
８
６-

５
５
８
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

segodon@
pref.kagoshim

a.
lg.jp１１

月
３０
日
は
「
年
金
の
日
」

　
11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は「
年

金
の
日
」
で
す
。
年
金
記
録
や
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
⇒
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金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　
奄
美
大
島
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
７-

52-

４
３
４
１

（
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
に
２
→
２
）

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

　
平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指
定

し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始

め
と
し
て
、
約
６
６
０
人
に
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗

等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴
行
、障
害
、

窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の
事
件
に
関
し

て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行

を
行
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
徳
に
重
大
な
犯
罪
の
被

疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に
全

国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早

期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向

け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

　
奄
美
警
察
署

☎
０
９
９
７-

53-

０
１
１
０

ご
存
知
で
す
か「
税
を
考
え
る
週
間
」

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
及
び
役
割
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
の
皆
様
の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま

す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」
で
す
。

　
な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実

施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」を
テ
ー

マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税

庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

元
気
度
ア
ッ
プ
ど
ぅ
く
さ
ポ
イ
ン
ト

の
商
品
券
交
換
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
社
会
参
加

な
ど
の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て

い
ま
す
が
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
商

品
券
交
換
が
11
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま

す
。
商
品
券
交
換
が
で
き
る
期
間
は
、

11
月
１
日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

交
換
さ
れ
た
商
品
券
の
使
用
期
限
は
11

月
１
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
商
品
券
交
換
を
希
望
さ
れ
る

方
は
印
鑑
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
役
場

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

　
龍
郷
町
役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４

か
ご
し
ま
自
転
車
条
例

　
「
か
ご
し
ま
自
転
車
条
例
」
は
、
10

月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
、

▼
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
に
加
入
す

る
こ
と

▼
保
護
者
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
こ
と

な
ど
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

条
例
で
は
、
自
転
車
利
用
者
の
責
務
と

し
て,

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と

▼
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
に
努
め
る
こ
と

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
、条
例
を
遵
守
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
転
車
の
安
全

で
適
正
な
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。(https://w

w
w

.pref.
kagoshim

a.jp/ab10/kurashi-
kankyo/anzen/jitenshajourei.
htm

l) 

▼
問
い
合
せ
先

　
県
庁
生
活
・
文
化
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
５
２
３

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９-

２
８
６-

５
５
３
７

　

E-m
ail:seib

n
-kat@

p
ref.

kagoshim
a.lg.jp

　

　

　

　

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②
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・未登録の犬の場合
登録料 3,000 円 ＋ 
予防注射料 3,400 円 ＝ 合計　6,400 円

・登録済の犬の場合
予防注射料 3,400 円 ＝ 合計　3,400 円

○どの会場でも予防注射を受けることが出来ます。ご都合のよろしい会場にお越しください。
○必ず、首輪、引き綱（リード）を着用すること。フンは飼い主が始末しましょう。

【問い合せ先】　役場生活環境課　☎０９９７- ６９- ４５２５

11
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
各
集
落
公
民
館
で
午
後
２
時
よ
り
開

催
。

※
16
日
の
中
勝
は
正
午
よ
り
開
始

▼
楽
ら
く
体
操
教
室
午
後
２
時
よ
り
開
催

秋
名
・
幾
里　
毎
週
木
曜　

上
戸
口　
　
　
毎
週
火
曜

11
月
か
ら
１
月
は
県
下
一
斉

給
与
差
押
え
徴
収
強
化
期
間
で
す
。

　
県
で
は
、11
月
か
ら
１
月
ま
で
を「
県

下
一
斉
給
与
差
押
え
徴
収
強
化
期
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
自
動
車
税
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
方
で
、
今
後
の
納
付
計
画
な
ど

に
つ
い
て
の
連
絡
や
相
談
が
な
い
方
に

対
し
て
、
給
与
の
差
押
え
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

  

期
間
中
、
県
の
地
域
振
興
局
・
支
庁

が
、
勤
務
先
へ
給
与
の
照
会
や
差
押
え

を
実
施
し
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
自
動

車
税
の
徴
収
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
ま
だ
、納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先

　
大
島
支
庁
県
税
課

  

☎
０
９
９
７-

57-

７
２
２
５
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補助制度を活用して合併処理浄化槽を設置しましょう。
　平成 29 年 3 月 7 日に奄美大島群島が国立公園に指定されました。今後は、世界自然遺産
登録に向けてさらなる環境に対する意識向上が必要となります。
本町では約 3 割のご家庭がみなし浄化槽（単独槽）及び汲み取り式になっています。快適な
暮らしと海や川の水環境に配慮した合併処理浄化槽を設置しましょう。



19　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所
2（木）  でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
6（月）  保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

10（金） かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

12（日） 第 52 回龍郷町駅伝競争大会 8：30 ～ 玉里～秋名
13（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館
14（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
15（水） たつごう在宅家族の会 13：30 ～ 肥後医院

17（金） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

20（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
どぅくさぁや館22（水）  母子歯科相談 13：30 ～

 お腹スッキリ教室 19：30 ～

24（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館27（月） 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～
30（木） 歯科健診 13：00 ～

１１月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

香 

典 

返 

し 

お 

礼

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
9
月
届
出
】

森
山　

梓
あ
ず
さ

岩
崎　
結ゆい
か華

伊
地
知　
結ゆ
い衣

德
永　
珠みは
ね羽

川
口　
楓ふう
な七

　
（
敬
称
略
）

赤
尾
木

中
勝

浦玉
里

赤
尾
木

保
護
者
名

和
也

智
寛

優
里

和
也

幹
広

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
9
月
届
出
】

圓
山　
榮
一

平　
ス
エ

大
瀬　
ヨ
ネ
子

保
野　
浦
一

廣
島　
豊
道

益
田　
義
成

竹
元　
富
枝

德
永　
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二

竹
下　
ハ
ナ
子

川
畑　
保
美
子

福
田　
實

（
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）

（
101
）

（
89
）

（
65
）

（
88
）

（
83
）

（
63
）

（
94
）

（
78
）

（
66
）

（
83
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

秋
名

赤
尾
木（
ふ
ぬ
い
の
里
）

赤
尾
木

浦
（
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
奄
美
）

秋
名

中
勝

大
勝

中
戸
口

中
勝

幾
里

玉
里

・上
山
潮
美
さ
ん
（
故
竹
田
ル
リ
子
さ
ん
）

龍
郷
集
落

・圓
山
喜
和
子
さ
ん
（
故
圓
山
榮
一
さ
ん
）

幾
里
集
落

・
葊
島
敬
久
さ
ん
（
故
葊
島
豊
道
さ
ん
）

幾
里
集
落

・大
野
福
秋
さ
ん
（
故
大
野
ツ
ヨ
コ
さ
ん
）

愛
寿
園

・
大
瀬
さ
つ
き
さ
ん
（
故
大
瀬
ヨ
ネ
子
さ
ん
）

赤
尾
木
老
人
ク
ラ
ブ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
竹
元
純
光
さ
ん
（
故
竹
元
富
枝
さ
ん
）

・
竹
下
良
二
さ
ん
（
故
竹
下
ハ
ナ
子
さ
ん
）
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　さくだ　　　るか

Ｈ 28. 10.14　生
父 一生 / 母 菜波  玉里

作田　瑠佳 ちゃん
　たかた　　　ゆい　　    　　

Ｈ 28. 10.16　生
母 蕗乃  龍郷

髙田　結衣 ちゃん

たばた　　 きらと　　　

Ｈ 28. 9.2　生
父 勇貴 / 母 瑞希  中戸口

田畑　煌人 くん

   しまざき　　みつき　 　　　

Ｈ 28. 10.18　生
父 秀太 / 母 円  中勝

島崎　光月 ちゃん

もりやま　   ゆうき　　　　

Ｈ 28. 10.7　生
父 和也 / 母 えりか  赤尾木

森山　優樹 くん
     いける　 こうめ　　　　  

Ｈ 28. 10.8　生
父 梅清 / 母 瑠璃  手広

蘇　小梅 ちゃん

うがみんしょうらん！
　協力隊の村上です。運動会に敬老会、種おろしなど行事盛り沢山の 10 月は初体験尽くし。いつも
感じることですが、数々の行事の裏側で忙しい中でもさばくりに労を惜しまないみなさんの姿に感服しま
す。
　さて、先月 9/25 ～ 27 は、秋名・幾里集落有志による実行委員会主催「アラセツ満喫ツアー」と
題し、体験滞在型モニタリングツアーを２泊３日で開催しました。この事業の目的は、集落自身による
集落資源を活かした地域課題解決のきっかけづくりです。目的のない観光事業は、時として生活との軋
轢を生みだすことがありますが、文化を守るためや、いつまでも人が住みたいと思う地域づくりに繋げる
ことを目指し、手段として観光を活用することに挑戦しました。また、今回はモニターツアーとして実施し、
先ずは主催者である集落側が観光運営の経験をすることを重視しました。そして、集落の方々が行うツ
アープログラムを通して、アラセツ行事の魅力やシマの暮らしぶりを伝えることを試みましたが、地域と密
接に交流が出来る民泊など、集落の皆さんの素晴らしいおもてなしのお蔭で参加頂いたお客様には大
満足の評価を頂き、全ての工程を計画通りに終えることが出来ました。しかし、この経験をどの様に活
かすのか、本当の成果はこれからです。今後は、皆で一緒に、今回の取り組みを振り返りながら、将
来について考えていきたいと思います。

協 力 隊 通 信
龍郷町地域おこし協力隊コラム

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。


